


































































































































































































（様式第３号） 

1 

令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援①  

２ 助成対象事業の実施期間 

   2024 年 3 月 11 日 ～  2024 年  3 月  12 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・2024 年 3 月 11 日 ～3 月  12 日 

・最大活動メンバー数：5 名 

・支援対象者：輪島漆芸研修所を卒業後、漆芸、木工制作に従事されていた 30 歳代の女性 

・活動目的：支援対象者の現地入りに関する相談等。漆芸・木工道具、貴重品、家財、車

等の救出。 

・活動場所：石川県輪島市門前町 

・実施方法：直接作業をする 1 ヶ月ほど前より他県に避難しているこのたびの支援対象者

とのリモートによる打ち合わせを念入りに行い、支援内容や実際作業をする日取りを決

定。 

活動日前日よりバネットバンをレンタルし、メンバーは活動現地で待ちあわせ。 

作業は手分けしての救出物清掃、梱包、配送を行う。 
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４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

このたびの被災した一軒家に住まわれていた支援対象者は、輪島漆芸研修所を卒業後、漆芸制

作を従事していた女性で、震災後出身地の他県へ避難し、その後交通手段が無いことや、資金難

などにより震災に遭ってから 2 ヶ月以上も一切戻れてなかったという状況でした。 

相談の結果、彼女の現地入りと被災した家屋から家財や生活用品、車、漆芸道具等の搬出作業

を行うこととなりました。 

現地では必要とされるものを清掃、仕分けをしたのち、ダンボールに全て梱包。バネットバン 1台と

乗用車 2台に積載して最終的に宅配便にてご実家や新住所に配送しました。 

今回は支援活動が 1日だけということもあり、とりあえず必要最小限のものを取り出すことはでき

たという状況です。 

被災された方は、彼女のような立場の方はこの震災において弱者になってしまっており、資金面に

おいても公的な支援が得づらいということはわかっておりました。 

まず、彼女の現地入りの手助けができたこと、被災した家屋からの漆芸道具等の救出に協力でき

たことは本会の活動の意義があったと思っています。 

事実、支援前の段階で顔合わせの際は、震災から 2 ヶ月も経っているにも関わらず、市役所から

も現地の仕事関係者からも支援の話は来ず、資金は底をつき困り果てているようすでした。 

そういった意味でも、このたびの活動は被災された方の気持ちの面でも多少楽にできたようで感謝

をされました。 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

今後もご本人が何度か現地に行き来しなければならない状況は続くと思われるので、援助できる

部分はしていければと思っています。 

このたびご支援いただいた皆様には心より御礼申し上げます。 

 

 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援② 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 3 月 15 日 ～  2024  年 3  月  16 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・実施日：2024.3.15～3.16 

・活動メンバー：7 名 

・支援対象者：漆芸（沈金）を従事されている 60 代男性の住居兼工房 

・活動目的：住居兼工房に保管されている椀木地の搬出、運送作業 

・活動場所：石川県輪島市河井町 

・活動方法：直接作業を行う半月ほど前より他県に避難されていた支援対象者にお見舞い

をしに伺い、その後リモートによる念入りな打ち合わせを行って活動内容と日取りを決

定。活動日の前日より 2t のアルミバン 1 台と乗用車 1 台をレンタルした。 

現地では、工房から椀木地を土嚢袋に詰め一袋ずつ部屋から運び出し、アルミバンに積載

し、夕方には一時保管先の離れた地域にある家屋へ輸送した。 
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４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

今回の支援対象者のご家族だけではとてもではないが片付けられるレベルではないことは

見てすぐにわかりました。 

社協の支援もすぐに来ない状況の中、今回の支援は大変喜ばれました。 

椀木地を詰めた土嚢袋の数は 1000 袋に迫る数。丸 1 日の作業でしたが土蔵にある椀木地は

まだまだ一時保管先へ移動できてなく、アルミバンへの積載はその内約半分のみで限界と

なってしまいました。 

建物も取り壊しが決まっている為、それまでには中にあるものを全て取り出し移動させな

ければいければならず、改めて体制を整え引き続き支援を行う予定です。 

 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

今回活動のため実際現地に行きましたが未だに復興に向かっているとはいえない状況にあ

ると思いました。 

能登半島へは交通の便利も悪く支援をするにしても時間がかかるばかりか、人数が多いと

交通費もかかります。 

それに加え、現地での宿泊先が無いこともあり活動時間も限られ、実際の作業も思ったよ

うにすすみません。 

それもあって復旧していかない現状があると思うのですが仕方がないといってもいられま

せん。どんなにロスがあろうと、決して被災している方だけに復旧作業を投げていてはい

けない気がしています。 

皆様からの支援金が頼みの綱であり、本当にありがたいと思っています。引き続きご支援

のほどよろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援⑨ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 5 月 13 日 ～  2024  年 8 月  30 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024．5．13～8.30 

・活動メンバー：2 名 

・支援対象者：輪島塗椀木地職人の自宅兼工房 

・活動目的：支援対象者の自宅兼工房の隣接する隣人家屋が倒壊し、支援対象者家屋にも

たれ掛かりいつ倒壊に巻き込まれるか危険な状態であった。このため支援対象者は自宅に

住むことも、仕事をすることも出来ない状況が何か月も続いていることから当会は支援に

踏みきることとした。 

・活動場所：石川県輪島市河井町鳳至町 

・活動実施方法：倒壊している隣接家屋を、重機による解体ならびに私物等の救出作業を

当会が請け負うことを了承してもらうため、遠方に避難している隣接家屋の家主に接触を

はかるべく活動をした。 

当会としては連携している現地で活動しているチームと遠隔より情報を取りながら、必要

な事態にも備えていたが、活動は困難を極め進展できていない。そのため活動はしていた

が結果的には計上できる経費の発生はなかった。 
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４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

50 代の輪島塗椀木地職人の自宅兼工房の支援を行いました。 

支援対象者の自宅兼工房の隣接する隣人家屋が倒壊し、支援対象者家屋にもたれ掛かり、

いつ倒壊に巻き込まれるか危険な状態が続いていました。 

このため支援対象者は自宅に住むこともできずこの半年余り車中泊を続けており、仕事を

することも再開できずに苦しまれていることから本会は支援に踏みきることにしました。 

現地視察後、まずは倒壊している隣接家屋を、重機による解体ならびに私物等の救出作業

を本会が請け負うことを了承してもらうため、遠方に避難している隣接家屋の家主に接触

をはかることにしました。 

しかしその方が中々合意をしてくれず支援活動は進展できていない状態が続いてしまいま

した。 

本会としては連携していた現地で活動しているチームと遠隔より情報を取りながら、必要

な事態にも備えていたがタイムアップということになりました。 

成果はあったのでしょうか。我々の力不足を露呈した感じでもありました。 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

このような事例により支援が進まないことは多いようです。 

うまくいかないことも踏まえ支援を進めたいと思います。 

皆様方の支援が支えとなっておりますので今後とも応援よろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援④ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 4 月 21 日 ～  2024  年 4  月  28 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024.4.21～4.28 

・最大活動メンバー：9 名+重機部隊 6 名ほど 

支援対象者：石川県立輪島漆芸研修所卒業後、漆芸の素地・並びに木工制作の仕事に従事

されていた 40 代の女性の自宅兼工房 

・活動目的：支援対象者の倒壊住宅からの貴重品・家財・車・木工道具と材料・漆芸道具

等の救出、運送の支援活動。 

・活動場所：石川県輪島市鳳至町 

・活動実施方法：実際の活動日より約 1 ヶ月前から、他県に避難されていた支援対象者の

近況を伺う。本人は震災により身体を負傷し、現地入りできていないこともあり、本人に

代わり現地視察を行った。 

その後、重機部隊とのコンタクト成功により瓦礫撤去の見通しをつけ、作業日程調整を行

った。 

作業当日、重機部隊の協力のもと私物等の救出作業を開始。多くの協力者との連携もし、

無事救出できた貴重品、家財、車、漆芸道具、木工材料等の清掃作業と仕分けを行い、後

日支援対象者の今後の活動拠点となる他県の住宅まで長距離輸送を支援した。 
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ちなみに、この借家の大家さんはかつて漆器業であったことから倒壊家屋から大量の漆器

を救出。その漆器の仕分け、清掃、搬出も一時保管先への配送作業も同時に支援した。 

４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

今回は視察、打ち合わせ、重機による解体と私物救出、他県への救出物輸送、その他漆器

の救出と清掃と輸送など、長期に渡り様々な活動を展開しました。 

当初重機での活動は 4 日間要すると計画しておりましたが、かなり早く作業を進めていた

だきました。 

また、搬送作業も金沢から目的地の岐阜県へ向け出発し無理のないよう運転は交代しなが

ら運送できました。 

大変な作業の数々でしたが事故もなく本当に良かったです。 

 

支援対象者は輪島市外へ移ることにはなりましたが、震災により仕事を断念せず、早期仕

事を再開されることを祈るばかりです。 

今回、「石川県立輪島漆芸研修所」や支援活動チーム「能登ヘルプ」、「富山大学」等の

団体と密に連携し、フレキシブルに展開することができました。 

この行動ができたことも成果のひとつであると思います。 
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５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

事実、倒壊家屋から私財を救出しそれを他県へ輸送するというような活動は多くの支援の

手がなければ実現できず、ご自身で行うとなると労力的にも経済的にも大変な負担がかか

るものです。 

行政のケアが行き届かない現状、これらの負担を少しでも緩和されるよう支援をする目的

で活動を行いました。 

 

限定的だったとは思いますがこれらの活動を通して、被災された方々の気持ちも少しでも

軽くなるよう引き続き活動していきたいと思っておりますので今後とも応援のほどよろし

くお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

令和 6 年能登半島地震支援活動⑥ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 5 月 8 日 ～  2024  年 5 月  9 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024.5.8～5.9 

・活動メンバー：2 名 

・支援対象者：石川県立輪島漆芸研修所卒業後、輪島塗の製造工房に勤務していた 30 代女

性の自宅兼工房の一軒家（借家） 

で一軒家を借りていた、漆芸を従事している女性を支援しました。 

・活動目的：荷物の運びだし、梱包、配送等の手伝い、不要になる漆芸道具屋や、設備の

引き取り手とマッチング支援のため視察・養生作業。 

・活動場所：石川県輪島市門前町 

・活動実施方法、：彼女は輪島漆芸研修所（輪島市鳳至町）卒業後、輪島塗の塗師屋（製

造工房）に勤めていたが震災で輪島塗をやめることを決意しこのたび輪島を離れることを

決断にいたったため移動の支援を行うことになった。 

作業をする日の 1 ヶ月以上前より他県に避難している支援対象者とのリモートによる念入

りな打ち合わせを行い、支援内容や実際作業をする日取りを決定。 

活動場所には現地集合し、事前に準備しておいた梱包資材等を使い、搬出する家財、貴重

品等の梱包、配送を実施。また、大型漆芸設備の養生を行なった。 
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４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

輪島市門前町で一軒家を借り、漆芸を従事していた 30 代女性は、輪島漆芸研修所（輪島市

鳳至町）卒業後、輪島塗の塗師屋（製造工房）に勤めていましたが、このたびの震災で勤

めていた工房が崩壊。再開の目処が一向に見えないことが理由なのか、一旦漆の仕事を断

念することを決め、このたびいよいよ輪島を離れることになりました。 

その引越しの荷物の運びだし、梱包等の手伝いと、不要になる漆芸道具の引き取り手との

マッチング支援のため、視察・養生作業を行いました。 

彼女が手放すことにした漆芸道具は漆芸の乾燥風呂というもので、間口 2 メートル、奥行

き 90 センチ、高さ 2 メートルほどの 2 段重ねで、明治期頃製造の歴史的資料価値も高いも

のといえます。 

このまま雨漏れ等の被害にあったり、建物と一緒に解体させてしまったりしまわないよう

に今回は養生を行い、今後貰い手を見つける活動をおこなうことにしています。 

支援対象者も当初、道具を有効活用したい気持ちでいっぱいでありながら、大変な大きさ

のため半分あきらめていたようすでしたが、活用の話を進めたことで安心されていまし

た。 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

輪島市内には輪島塗特有の道具が多くあり、古いものは江戸時代から続く歴史的資料価値

が高いものが少なくありません。 

しかし今回の震災でどれだけのものが消失したかわからない状況で無念でなりません。 

そうした道具類も救出し、マッチング支援等も行えたらと思っておりますので、皆様今後

とも応援よろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 



（様式第３号） 

1 

令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援⑦ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 5 月 15 日 ～  2024  年 5  月  16 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024.5.15～5.16 

・活動メンバー：6 名+重機部隊 4 名 

・支援対象者：輪島漆芸研修の在学生の 20 代女性、輪島漆芸研修所を卒業した 30 代女

性、輪島市内に住む 50 代女性。 

・活動目的：支援対象者の現地入り援助。アパートから入居者の貴重品、家財、漆芸道

具、材料等の救出作業 

・活動場所：石川県輪島市杉平町 

・活動実施方法：直接作業 1 ヶ月ほど前より他県に散らばってしまっている支援対象者と

のリモートによる打ち合わせや現地視察を重ね日取りを決定。 

その間、重機部隊により倒壊寸前のアパートへ金属支柱による支保工をしていただいた。 

私物救出作業当日。メンバーは現地集合。レンタカーを３台借り救出物積み込みに備え

る。立ち入り不可能だった扉等を破壊後、各室内に入り、バケツリレー方式で私物を運び

出しだした。 

各トラックに荷物を積み終えそのまま支援対象者の皆様のご実家等に荷物は届けられた。 

 



（様式第３号） 

2 

４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

アパートの入居者は全員で 3 名。輪島漆芸研修の生徒も入居されており、他県から輪島へ

漆芸の勉強に来ていました。 

アパートは二階建てで一階の一部がガレージになっており、地震によりガレージ部分へ歪

む様に建物全体が大きく菱形に傾いてしまっていました。 

入居されていた方は部屋から一部の私物は取り出せたものの、多くの私物は取り出せずに

おり、4 ヶ月以上もそのままの状態になっていました。 

視察は 4 月中頃に行い、当初余裕を見て作業日を決めていく計画でしたが、視察から数日

後、アパートが急激に倒れてきているとの通報により急遽建設業者による支柱を使った支

保工作業を行ってもらいました。 

これにより倒壊の可能性は免れ、作業当日までの間に重機部隊の方の現場判断によりその

まま中に人が入れそうだということになりました。 

アパートの入居者ならびに大家さんと立ち会える日にちを調整し、15 日に一斉に私物運び

出し作業を開始。 

アパート階段が菱形に歪んでしまったことやあまり大勢で入ると倒壊の危険もあるため救

出物はバケツリレーで運び出し、その後各入居者が用意していただいたワゴン車に直接積

み込んでいきました。 

皆様の協力によりおよそ半日で作業は終了し、救出物は無事それぞれのご自宅に運送する

ことができました。 

 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

必要なものが救出されたことにより、輪島漆芸研修所に再び進学する意欲を持った者、他

県へ移り輪島塗の技術を活かし独立に意欲を持つ者など次のステップの移行にようやく繋

がったことと思っています。 

皆様方の支援が支えとなっています。今後とも応援よろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 



（様式第３号） 

1 

令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援⑧ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 5 月 28 日 ～  2024  年 6  月  28 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024．5．28～6.28 

・活動メンバー：他チーム重機部隊 10 名ほど 

・支援対象者：倒壊した輪島塗の老舗塗師屋店舗 

・活動目的：漆芸作品、漆芸資料、その他貴重品救出作業 

・活動場所：石川県輪島市河井町 

・活動実施方法：被災された輪島塗の老舗塗師屋より依頼があり対応。支援対象者と現地

重機部隊とのコンタクトに成功させた。 

救出物取り出しは無事成功。 

当会としては待機し、連携している現地で活動しているチームと遠隔より情報を取りなが

ら、必要な事態に備えた。そのため活動はしていたが結果的には計上できる経費の発生は

なかった。 



（様式第３号） 

2 

４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

倒壊した大規模な輪島塗の店舗からの貴重品等の救出は重機なくてはどうしようもなく、今回のよ

うな他団体との連携は支援が進み、大変良かったと思っています。 

ボランティア団体同士の連携の大切さを学ぶことができました。 

 

 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

今回は経費は発生しておりませんが、遠隔でも支援できることはあります。 

皆様方の支援が支えとなっていますので今後とも応援よろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 



（様式第３号） 

1 

令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援③ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 4 月 19 日 ～  2024  年 4 月  20 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日 2024.4.19～4.20 

・活動メンバー、9 名 

・支援対象者、漆芸（沈金）を従事されている 60 代男性の住居兼漆芸工房 

・活動目的、住居兼工房の椀木地の搬出、運送作業 

・活動場所、石川県輪島市河井町 

・活動実施方法、前回の活動で作業が終わらなかったことも前回活動後、改めて打ち合わ

せをかさね日取りを決定。 

活動日前日、2t のアルミバン 1 台と乗用車 1 台をレンタルし、翌日輪島市へ現地入り。

工房から椀木地を土嚢袋に詰め一袋ずつ部屋から運び出し、アルミバンに積載し、一時保

管先の離れた地域にある家屋へ輸送した。 



（様式第３号） 

2 

４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

家屋に隣接している土蔵に大切に保管されていたお椀の荒型木地を取り出し、別地域に移

すことが今回の活動となります。 

前回の続きということで、まず土嚢袋に椀木地を入れる作業と、土嚢をトラック 

に積み入れる作業を行なっていきます。トラックは 2ｔのアルミバン。 

半日かけて積み込み作業をしましたが、全て積み入れることには至らず、ひとまず仮保管

場所の別地域に運送することにしました。 

残りはまた改めて別日に作業をすることを計画しています。 

お椀荒型を詰めた土嚢袋の数は 1000 個単位に登るのではないでしょうか。 

本当に貴重な財産といえます。 

建物も取り壊しが決まっている為、それまでには中にあるものを全て取り出し移動させな

ければいければならず、個人レベルでは体がいくつあっても足りない状況です。 

私たちも引き続きご協力できればと思っております。 

また、支援対象者は大変喜んでくださいましたが、同時に気を使わせてしまっているとこ

ろもあり複雑なところでもあると思いました。 

 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

支援活動の作業を終えると我々には幾ばくかの達成感を感じるときがあります。 

が、これは気のせいではないかと思います。 

人によってようやく片付けの着手が始まっていますが、震災がなければそもそも日常生活

でしなくても良かったはずの労働です。 

この片付けを終え、瓦礫を撤去し、新しい住居を建てる計画を始められた時、初めて「マイ

ナス」から「ゼロ」の段階に移ることができると考えると、片付けを始めたことをとても喜

んではいられないのではないかと思うのです。 

今のペースでは復興に何年かかるかわからない・・・と落胆している方も多いです。 

そうした方々が感じているかもしれない苛立ちを想像すると、私自身もやるせなさを感じ

ざるを得ません。 

被災された方々の気持ちのところも少しでも軽くなるよう引き続き活動していきたいと思

っておりますので今後とも応援のほどよろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 



（様式第３号） 

1 

令和 6 年能登半島地震災害支援基金 

実績報告書 

2024 年  9 月  1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 
〒384-0613 

長野県南佐久郡佐久穂町高野町４９７ 

団体名 チームうるし 

代表者職氏名 伴野 崇 （印） 

「令和 6 年能登半島地震災害支援基金」の助成事業が完了したため、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業名 

輪島市・被災による家財等の運送の支援⑤ 

２ 助成対象事業の実施期間 

 2024  年 5 月 8 日 ～  2024  年 5 月  9 日 

３ 実施した取り組み 

（この事業で具体的に行った災害支援、誰に・いつ・どこで・何をどのように行ったのか） 

・活動日：2024. 5.8～5.9 

・活動メンバー：5 名 

・支援対象者、：輪島漆芸研修所（輪島市鳳至町）卒業後、輪島市内で、漆芸を従事して

いた 30 代の女性の自宅兼工房のアパート。 

・活動目的：部屋からの退去のため、家財、生活用品、漆芸の仕事に使う乾燥風呂、回転

風呂、漆等の清掃・仕分け、梱包、養生等の支援。運送に関する支援。 

・活動場所：石川県輪島市河井町。 

・活動実施方法：実際作業を行なった 1 ヶ月前から、他県に避難されている支援対象者と

運送手段等の打ち合わせをかさね、視察も行う。 

この活動に関して、見積りを行った際、安全面、経済面において引越し業者へ依頼するこ

とに決定した。 

活動メンバーは前日に金沢市で車をレンタルし、翌日輪島入り。家財、生活用品、漆芸道

具の梱包や廃棄物の運び出し、また、漆の詰め替え作業等を行う。 

その翌日、引越し業者により運送してもらい、約 1 ヶ月の保管期間を経て無事新入居先へ

荷物は届き終了した。 

 



（様式第３号） 

2 

４ 達成できた状態・成果 

（この事業で具体的に実現できた状態、被災地や被災者の方はどのような助けを得られたのか） 

彼女は８年前ほど前に石川県立輪島漆芸研修所（輪島市鳳至町）へ入所し、漆芸を習得。

卒業後も輪島市に残り、個人事業者として輪島塗の請負の仕事や自分の商品としての作品

制作に励み、輪島市の貴重な若年層として定住していました。 

しかし、このたびの震災で被災。大きな損傷はまぬがれましたが、住んでいたアパートは

ひび割れや歪みで住むに怖い状況となり、水道管も損傷し何ヶ月も水が出せない状況が続

いていました。 

それにも関わらず家賃が発生し続けていることと、一部損壊判定により仮設住宅や生活支

援金がほぼ支給されないこともあり、生活費枯渇のためこのたび輪島市からの撤退の決断

に至りました。 

今後は地元（兵庫県）で新たに部屋を借り、漆芸の仕事をしていく予定ですが、仕事の設

備等の運送が困難であるということでその支援をさせていただきました。 

4 月 22 日にアパートを視察させてもらい、運送希望である、仕事道具の使「乾燥風呂」、

「回転風呂」、茶碗に入った数個の「漆」を確認。 

視察段階の頃は、輪島市内までは悪路のため運送会社が立ち入りを禁止しており、当会で

大型トラックを借りての運送等を検討していましたが、長距離のためトラックのレンタル

料と宿泊費含めると結構な予算となるため良い策がないか思案していました。 

しかし 5 月に入って、一社のみ引越し業者が輪島市内を再開するとの情報が入りました。

見積りの結果、本会による運送よりも安く費用が抑えられることがわかり、梱包・養生等

は当会が行い、運送は引越し業者を利用することに決断しました。 

引越し日前日、回転風呂の養生、そして漆の茶碗からの移し替え等々本会だからこそでき

る作業を行なったといえます。 

その他廃棄物等の運び出しを手伝い、当日内で作業は終了しました。 

 

5 月 9 日。引越し業者にてアパートより荷物運び出し。その後半月ほどの保管期間を経て

無事新入居先へ荷物は届きました。 

支援対象者は輪島市からも、はたまた地元兵庫からも支援の手は皆無の状況で追い込まれ

ていたため今回の支援は大変感謝いただきました。 

他県に引っ越されても漆芸の仕事を続けるとのことですので応援していきたいと思います

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第３号） 

3 

 

５ 本基金の寄付者へのご報告（メッセージ） 

他県より輪島市内に移住されてきた方は、このたびの震災により軒並み地元へ帰っていき

ました。 

その理由はもちろん震災があまりにも大きかったことが第一の理由ですが、震災後何か月

間もわたり県や市からの直接的な支援の話はなく、先の見通しが全く立たないからだと聞

きます。 

また早めに他県へ避難された方の多くは仮設住宅等の支援の優先順位からも下げられ、市

役所内でも突き放されたと思ってしまうような説明をされたとつぶやく人も多々見られま

した。 

社協に相談したとしても支援ができないことを探す様な対話をされ何となく支援に消極的

な印象も感じ、また、出身地の社協に相談しても事務的な対応で、「そもそも支援を行って

いない」「支援対象に当てはまらない」と言われるパターンが普通です。 

この震災に対し全体のマンパワーが足りないのだと思います。 

輪島に残りたくても残れない。町から残ってほしいと思われていないのでないか。 

そういう葛藤の中輪島を離れる人が多いわけですが、しかし覚えた輪島塗の技術は場所を

変えても生き続けます。 

他の町で仕事を続け、逆により大きなものとなってくれることを祈り、私たちは支援をし

ます。 

皆様方の応援が支えとなっていますので今後ともよろしくお願い申し上げます。 

６ 事業の実施状況を示す書類（別添） 

（１） 収支報告書（様式第３－１号） 

（２） 収支計算書の証拠書類（領収書原本等） 

（３） 活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４） その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 


























































